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三菱パーソナルコンピュータ apricot 
 

ソフトウェアご使用の手引き 
 

 

プログラム名 ： ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境 
  サイレントインストール版 
プログラム番号 ： Ａ７１ＫＲ０１７ 

版名 ： Ｅ３０版 
作成年月 ： ２００３年１０月 
ご使用の手引き   
作成年月 ： ２００４年 ６月 
主記憶容量 ： ６４MB以上（Windows®2000使用時） 

１２８MB以上（Windows®XP使用時） 
著作権者 ： 三菱電機インフォメーションテクノロジー株式会社 

 

 

 

 

 

★ Microsoft®, Windows ®, Microsoft® Windows®2000, Microsoft® Windows®XP は、 

米国マイクロソフト社の商標もしくは登録商標です。 
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１．はじめに 

 

ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境（以下、ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡ）は、クライアン

ト端末をＤＰ－ＵＸサーバ及び、Windows サーバと接続し、業務を実行するためのソフトウェアです。

ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡを使用すると、Windows のウィンドウ操作によって、サーバとクライアント

端末を接続して、目的の業務アプリケーションプログラムを実行できます。 

また、ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡでは、一回のログインでＤＰ－ＵＸサーバと、Windows サーバ双方へ

のジョブ投入／制御が可能です。 

本ご使用の手引は、「ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境サイレントインストール版」

のセットアップ方法および、Ｅ３０版での改良項目等について記述します。 

 

本ソフトウェア製品は、特定の１台のコンピュータにインストールして使用することができます。 

 

[関連説明書] 

ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡジョブ運用管理説明書＜U7-SR00-16A＞ 

 

 

 

２．必要なソフトウェア／ハードウェア環境 

 

２．１ ハードウェア環境 

 

  ・パソコン本体装置 

    三菱パーソナルコンピュータ ａｐｒｉｃｏｔ（推奨） 

  ・主記憶メモリ 

    ６４ＭＢ以上（Windows2000 使用時）、１２８ＭＢ以上（WindowsXP 使用時） 

  ・ディスク容量 

    本製品インストール時には、Ｗｉｎｄｏｗｓ直下に５．０メガバイト以上の空きとインス 

    トール指定ドライブに５．０メガバイト以上の空き容量が必要です。 

  ・ＬＡＮボード 

    当社推奨ＬＡＮ制御装置を使用する。（ただし、ＤＰ－ＵＸ接続時は、ａｐ－ＢＩＮＤが 

    動作するＬＡＮ制御装置を使用してください） 

 

 

２．２ ソフトウェア環境 

 

  ・パソコン側のＯＳ環境 

Windows2000 Professional（サービスパック４適用）または Windows XP Professional（サ

ービスパック１適用）で動作します。ファイルシステムはＮＴＦＳまたはＦＡＴ３２でご使

用下さい。 

 

 ・サーバ側のＯＳ環境 

利用形態により下記のどちらか一方または両方が必要となります。 

    

  ＜ＤＰ－ＵＸサーバ接続の場合＞ 

      ＤＰ－ＵＸ Ｂ００版以降が必要です。 

 

    ＜Windows サーバ接続の場合＞ 

Windows2000 Server（サービスパック４適用）または WindowsServer2003 
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及び、ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡサーバ実行環境 Ｃ００版以降が必要です。 

   

 ・その他のソフトウェア環境 

    ＜ＤＰ－ＵＸサーバ接続時＞ 

端末エミュレータ＜ａｐ－ＢＩＮＤ２０００＞ Ａ００版以降が必要です。 

 
 
 

３．「ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境サイレントインストール版」のセットアップ

手順 
 

３．１ ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境のインストール 

 

再インストールするには、Windowsの再セットアップを行う必要があります。 

再セットアップする方法についてはパソコン本体に同梱される「活用ガイド 再セットアップ編」を

ご覧ください。 

 

（注１）「ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境」単体でのインストールはできません。 

（注２）ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡのインストール・ディレクトリは、「システムドライブ：￥ＭＲ

ＯＯＴ」固定となります。 

（注３）インストール時にＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡの初期化ファイルに書き込まれる端末エミュレ

ータａｐ－ＢＩＮＤのインストール・ディレクトリは、「システムドライブ：￥ＡＰＢＩＮ

Ｄ３２」固定となります。 

（注４）本製品には、ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境がＤＰ－ＵＸ接続を許可する

クライアント側のライセンスが含まれています。別途、ライセンスのセットアップをする必

要はありません。 

 

３．２ ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境のアンインストール 

 

（１） Ａｄｍｉｎｉｓｔｒａｔｏｒの権限のあるユーザでログオンして下さい。 

（２） コントロールパネルで“アプリケーションの追加と削除”をダブルクリックし、“アプリケ

ーションの追加と削除のプロパティ”のウィンドウを表示させます。 

（３） インストールと削除のタブの中に表示されているソフトウェアのリストの中から、“ＨＹＰ

ＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境サイレントインストール版”を選択して、[変更と削

除]を押します。この操作により、アンインストーラが起動されます。起動されたアンインス

トーラの指示に従って、モジュールをアンインストールして下さい。 

 

（注１）本アンインストール作業により、ＤＰ－ＵＸ接続時に必要なライセンスのアンインストー

ルも自動的に行なわれます。 
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４．Ｅ３０版での改良項目 

 

（１）Windows2000 ターミナルサービス対応 

ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境 Ｅ３０版より、オープン側（Windows サー

バ）接続機能に限り、Windows2000 ターミナルサービスに対応しました。これにより、

Windows2000 ターミナルサービスがセットアップされているサーバに当製品をインストールす

るだけで、各ターミナルクライアントからＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡのオープン側機能を使用す

ることができるようになり、ＴＣＯ削減を図ることができます。尚、ライセンスは、ＨＹＰＥ

ＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境を Windows2000 ターミナルサービスで動作可能にするた

めのＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡターミナルサービス実行環境、Windows2000 ターミナルサービス

で接続するクライアント台数分のＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境および、ＨＹ

ＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境からサーバに接続するためのＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥ

Ⅱサーバ実行環境が必要です。その他、注意事項については、当制品のヘルプか、ＨＹＰＥＲ

ＳＴＡＧＥⅡターミナルサービス実行環境のご使用の手引きを参照ください。 

 

（２）イベントログ表示機能改良（その１） 
“イベントログ表示”機能のサーバ側のアカウント設定をHYPERSTAGEⅡサーバ実行環境の

「アカウント設定ユーティリティ」で行えるように改良しました。これにより、サーバ側ア

カウント設定がHYPERSTAGEⅡｸﾗｲｱﾝﾄ運用環境のログイン・アカウント設定と統合されます。

従来は、サーバ側で設定するアカウント設定でリモートシェルサーバのアカウント設定が別

途必要でした。本改良によりリモートシェルサーバは必要なくなります。尚、イベントログ

表示の際、HYPERSTAGEⅡｸﾗｲｱﾝﾄ運用環境でログインしているサーバ名（ホスト名）およびロ

グイン名以外を指定した場合は、はじめに“パスワードを入力してください。”のダイアロ

グが表示されますので、指定ログインユーザ名のパスワードを入力してください。

  

（３）イベントログ表示機能改良（その２） 
“イベントログ表示”に自動更新設定機能を追加しました。設定は、画面の下にある“自動更

新設定”ボタンを押下して表示されるダイアログより行います。更新時間間隔は、１０～６５

秒の間で設定できます。 
 

（４） 環境設定ユーティリティの改良 

環境設定ユーティリティの“業務メニュー項目編集”ダイアログで“既定ディレクトリ設定”

を追加しました（下記）。これにより、ジョブ項目を定義するときに“プロシジャ名”にファ

イル名のみを記述しておけば、実行時のカレント・ディレクトリは既定ディレクトリ設定を変

更するだけで設定できます。 
 

 
[詳細機能説明] 
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 “既定ディレクトリ”は８０バイト以内で、ドライブ名からのフルパスで設定ください。 

 “参照”ボタンを押下することにより、“既定ディレクトリ参照”ダイアログから既定デ

ィレクトリを入力できます。 

 “業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の全ﾒﾆｭｰに反映”ボタン押下で、現在設定している業務グループ内の全業

務メニューの既定ディレクトリを現在の設定と同じにします。 

 業務メニュー項目編集の“新規”設定の場合は、“業務ｸﾞﾙｰﾌﾟ内の全ﾒﾆｭｰに反映”ボタン

は無効です。 

 複数の業務グループ（例えば、グループ１、グループ２）で同じ業務メニュー（例えば、

“請求入金業務”）を定義している場合、“既定ディレクトリ”は、グループ１の“請求

入金業務”メニューとグループ２の“請求入金業務”メニューで別の定義が可能です。 

 ＰＣジョブについて、従来からある“カレントディレクトリ”設定は、“既定ディレクト

リ”設定に優先されますので、個々の項目ごとに変更する場合は、“カレントディレクト

リ”設定と併用ください。 

 バッチジョブについて、業務メニューで“既定ディレクトリ”を設定した場合、そのバッ

チジョブの設定パスがドライブ名からのフルパスでないときは、“既定ディレクトリ”＋

“￥”＋設定パスでジョブ起動されます。 
 

 

 

５．注意事項 

 

（１）他プログラムのインストールについて 

他のプログラムをインストールするときは、必ずＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環

境等の当社製プログラムを終了した状態でインストールしてください。（インストールがエラ

ーになることがあります。） 

また、他プログラムのアンインストールを行なうときも同様に、必ずＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡ

クライアント運用環境等の当社製プログラムを終了した状態でアンインストールしてください。 

 

（２）ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥ／ＤＴとの同時起動について 

同一クライアント端末でのＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境とＨＹＰＥＲＳＴＡ

ＧＥ／ＤＴの同時起動はできません。 

 

（３）インストール・ディレクトリについて 

      ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境 Ｄ００版より、インストール・ディレ 

      クトリが”ｘ：￥ＭＲＯＯＴ￥ＢＩＮ”に変更になりました。 

      以前の版の”ｘ：￥ＨＳＳＴＤ￥ＳＹＳＴＥＭ”下または、ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥ／ 

      ＤＴの”ｘ：￥ＨＳＤＴ￥ＳＹＳＴＥＭ”下の環境ファイルを移行する場合は、 

      ＨＹＰＥＲＳＴＡＧＥⅡクライアント運用環境インストール直後であれば、そのまま 

      ”ｘ：￥ＭＲＯＯＴ￥ＢＩＮ￥ＳＹＳＴＥＭ”下に上書きコピーして頂ければ移行で 

      きます。 

 

 

 

                                      －以上－ 
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